












Engagement in Rinderpest eradication campaign 
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LT-BK : , 牛和扇磁
LT-Vero: 1 VビTO細胞閑雌
LA : 家瓜化鶏胎化牛疫ウイルス LA株
LA-AKO : 、 赤貼抹
LAT " Vero編胞継｛滋
8A-YS ; 鶏胎化頸ウイルス9蹟賣内紺暉
BA-IV : II 静牒内晨砥株
図2.牛疫強毒ウイルス釜山株からの種々の弱毒株の系統
発生模式樹

















































































































































































表 2. カンボジアにおける牛疫防疫活動： 実験室活動
年次 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1967 
カンボジア政府 I 政府獣医官
FAO 疇 I 古谷 '635-'64.12 '62 8~'63 5 




野外活動では 1961年 12月に FAOから Dr.Stoddard 
（米国）についで Dr.Fogh (デンマーク，故人） とDr.
Brenier (仏）が派遣され，コロンボ計画では伊藤全，古
川健彦 （故人），岡崎和夫，榊馨の諸氏が 1962年 （昭和
37年）から 1967年まで派遣された。また， 日本政府派





















り1963年 （昭和 38年）から 1966年 （昭和 41年）まで 150 
派遣された （表2)。
カンボジアにおける牛疫の予防注射は 1956年から中
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年次 1953 195 1957 1959 . 1961 1963 1965 1954 1956 ]958 1960 1962 1964 
図7. カンボジアにおける牛疫の流行
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104 TCID50接種群の 2頭と 102TCID5。接種群の 1頭に接






豚はほとんど接種反応がなく ，中和抗体は接種後7~ 14 
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獣医大学に 1973年 （昭和48年）2月より 1976年 （昭和
51年）2月まで出張した。
ビルマ連邦には 1966年 （昭和 41年）6月から 1970年
（昭和45年）12月までFAO専門家として家衛試の小原
甚三氏 （故人）がラングーンに滞在し，代わって家衛試の
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